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SINET3広域L2網による次世代全国地震データ流通基盤システムの構築

Construction of next generation national earthquake data exchange and distribution sys-
tem over the SINET3 nation wide L2 network
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はじめに

　国立情報学研究所（NII）が運営する学術情報ネットワーク SINET3では，2007年 12月から広域 L2網である VPLS
（virtual private LAN service）をサービス開始した。我々全国地震観測データ流通ネットワーク (JDXnet)の参加機関は、
さっそくこのサービスを利用して、SINET3に接続可能な大学との間での地震データ交換を開始した。12月 20日の東
大－北大間の開通を皮切りに、2008年 1月までに弘前大、東北大、名古屋大、京大（防災研）、九大、広島大、長崎大が
接続されて、地震波形データのリアルタイムデータ交換と受信が開始されている。引き続き JAMSTECも接続される予
定である。

データ交換ルートの 2重化

　今回の接続により，従来 JGN2またはフレッツグループ網のみでデータ交換していたところの多くの機関が，SINET3
でもデータ交換可能になり，データ交換ルートを 2重化することが可能になった。SINET3も JGN2も高い信頼性を有す
るが，さらにルートを 2重化しておくことで信頼性・可用性が向上するものと期待される。

データ集配信装置の開発

各大学などで SINET3に接続してデータ交換を行うには，これまでどおりWINシステムが利用されるが，今回我々は
ネットワークに接続される専用装置として「データ集配信装置」を開発し各大学の接続ポイントに配置した。これは，ア
プリケーションゲートウェイ装置の一種で，それぞれの大学のシステムは近くのデータ集配信装置とデータ交換するの
みで良くなり簡単化される。また，データ集配信装置のソフトウェアの保守や運用が省力化し，ネットワーク機能拡張
が容易になり，故障対応も容易になることが期待される。

今後の展開

今後の展開としては 2点ほど考えている。一つは地震波形データ以外の地震データ流通の利用である。たとえば即時的
な震源情報や，観測点のゆれ情報などが考えられる。また，WIN システムのチャネル情報の分散管理システム（CIMS）
のデータ交換にも利用可能にしたいと考えている。もう一つは，全国のより多くの大学や研究機関での地震データ利用
の推進である。すでに広島大学や金沢大学などで，SINET3やフレッツグループ網などを利用して本システム上に流れて
いるデータを利用されているが，同様な利用は他の大学等でも可能である。より多くの研究者に JDXnetの地震データを
利用していただいて，地震・火山・防災などの研究へ活用して頂きたいと希望している。


